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最
新
版
発
行
、
本
号
に
同
封

と
し
て
は
適
当
で
も
通
常
は

ス
タ
ッ
フ
の
個
人
名
ま
で
ネ

ッ
ト
に
出
す
必
要
は
な
い
の

で
、
ネ
ッ
ト
に
個
人
名
を
暴

露
す
る
行
為
は
ス
タ
ッ
フ
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
い
え

ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
削

除
を
求
め
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

削
除
を
求
め
る
場
合
、
発

信
者
本
人
で
も
投
稿
を
削
除

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
多
く
の
場
合
は
発
信
者

　

口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
書
き
込

み
。
多
少
の
こ
と
な
ら
我
慢

し
ま
す
が
ス
タ
ッ
フ
個
人
を

名
指
し
し
て
の
ク
レ
ー
ム
。

何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
評
価
は

特
に
新
規
患
者
獲
得
に
影
響

し
ま
す
か
ら
、
経
営
者
と
し

て
は
気
を
遣
う
と
こ
ろ
で
す

ね
。
た
だ
、
業
務
に
関
す
る

内
容
で
、
前
提
事
実
の
重
要

部
分
が
真
実
で
あ
れ
ば
、
人

格
攻
撃
に
及
ば
な
い
よ
う
な

表
現
を
用
い
て
い
る
限
り
公

正
な
論
評
と
し
て
正
当
な
表

現
行
為
に
あ
た
る
余
地
が
あ

り
ま
す
。

　

逆
に
、
業
務
と
無
関
係
な

内
容
で
あ
っ
た
り
、
前
提
事

実
が
誤
っ
て
い
る
場
合
な
ど

は
、
名
誉
毀
損
の
表
現
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ム

で
は
な
く
直
接
サ
イ
ト
の
管

理
者
に
求
め
ま
す
。
違
法
・

有
害
情
報
相
談
セ
ン
タ
ー

（
ｉ
ｈ
ａ
ｈ
ｏ
）
に
は
、
ウ

ェ
ブ
上
の
記
事
を
削
除
す
る

た
め
の
「
送
信
防
止
措
置
依

頼
書
」
の
ひ
な
型
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
活
用
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

削
除
だ
け
で
は
足
り
ず
、

発
信
者
に
損
害
賠
償
を
求
め

た
り
、
刑
事
事
件
化
す
る
に

は
、
ま
ず
発
信
者
の
特
定
が

必
要
で
す
。
２
０
２
１
年
の

法
改
正
で
、
発
信
者
情
報
開

示
命
令
事
件
と
い
う
新
た
な

裁
判
手
続
が
創
設
さ
れ
、
以

前
よ
り
は
発
信
者
特
定
へ
の

手
続
き
負
担
が
減
り
ま
し

た
。
通
信
ロ
グ
の
保
存
期
間

が
短
い
こ
と
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
課
題
は
多
い
で
す
が
、
検

討
の
余
地
は
あ
る
で
し
ょ

う
。

　

な
お
、
相
談
に
あ
た
っ
て

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
証
拠

化
（
印
刷
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ

ョ
ッ
ト
）
し
た
う
え
で
、
ア

ド
レ
ス
の
特
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
。 

（
弁
護
士
・
楠
晋
一
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第35回 口コミの削除どうすれば？

まずはサイトの
「証拠化」を

イラスト・辻井タカヒロ

春夏秋冬
　

２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

軍
事
侵
攻
を
始
め
て
１
年
が
た
っ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
各
地
で
反
戦
デ
モ
が
行
わ
れ
、
厳
し

い
弾
圧
・
言
論
統
制
が
敷
か
れ
る
ロ
シ
ア

国
内
か
ら
も
、
政
権
批
判
と
と
も
に
反
戦

を
訴
え
る
声
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

「
こ
の
戦
争
を
止
め
よ
！
」
が
世
界
の

大
多
数
の
声
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
―
ロ
シ

ア
間
の
戦
争
は
長
期
化
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
「
３
０
０
両
の
戦

車
が
あ
れ
ば
ロ
シ
ア
軍
を
撃
破
で
き
る
」

と
の
要
請
に
応
え
、
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ

が
戦
車
の
供
与
を
決
め
た
。
一
時
的
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
が
奪
還
で
き
た
と
し
て

も
、
引
き
延
ば
さ
れ
た
戦
争
に
よ
っ
て
犠

牲
者
が
増
え
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
利
用

し
、
日
本
は
防
衛
力
強
化
に
向
け
た
「
安

保
３
文
書
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
岸
田
首

相
は
専
守
防
衛
か
ら
方
針
を
大
転
換
し
、

反
撃
能
力
保
有
の
た
め
、
５
年
で
43
兆
円

と
い
う
史
上
空
前
の
大
軍
拡
を
進
め
て
い

る
。
日
本
を
世
界
第
３
位
の
軍
事
大
国
に

押
し
上
げ
、
世
界
へ
の
脅
威
を
自
ら
作
り

出
す
一
方
、
国
民
に
は
大
増
税
や
社
会
保

障
削
減
を
行
い
、
暮
ら
し
を
根
底
か
ら
破

壊
す
る
道
へ
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
台
湾
有
事
」
を
想
定
し
、

日
米
一
体
の
敵
基
地
攻
撃
態
勢
が
沖
縄
・

南
西
諸
島
を
中
心
に
強
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
台
湾
世
論
に
お
い
て
、

「
す
ぐ
独
立
」
を
求
め
る
人
々
は
わ
ず
か

５
・
１
％
に
過
ぎ
ず
、「
現
状
維
持
」
が

大
半
で
あ
る
。
台
湾
人
民
の
民
意
を
尊
重

し
た
平
和
的
解
決
は
可
能
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
台
湾
有
事
」
を
外
か
ら

あ
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
軍
事
包
囲

網
に
日
本
が
積
極
的
に
組
み
込
ま
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
む
し
ろ
軍
拡
に
よ
っ
て
日

本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
を
高

め
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
惨
状
が
こ
れ
以
上
続

き
、
そ
し
て
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は

誰
も
望
ん
で
は
い
な
い
。
日
本
か
ら
大
軍

拡
・
大
増
税
反
対
の
一
点
で
圧
倒
的
な
世

論
を
巻
き
起
こ
し
、
暮
ら
し
と
社
会
保
障

を
守
る
運
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
外
交
な
ど
の
平
和
的
手
段
を
通
じ

て
、
戦
争
終
結
へ
の
国
際
世
論
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
く
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
１
年

戦
争
を
止
め
る
の
は
反
戦
世
論

21・22年度　第22回　理事会報告　2023年２月11日
【報告事項】
・ １月理事会で支持を決めた大阪府知事予定候補のたつみコータロー氏が理
事会で挨拶した。大阪独自の子ども医療費助成の無料化や老人医療費助成
の再制度化、歯科医療提供体制の充実、保健所機能の強化などの項目で協
会と政策協定を結んだ。
・ オンライン資格確認義務化、保険証廃止方針を撤回させる運動では、会員
署名への賛同者1,000人を目指して取り組み、1,044人から賛同を得た。療
養担当規則や補助金期限による義務化押し付けに会員から「廃業せざるを
得ない」「やり方があまりにも酷い」などの声が寄せられた。

【重点課題】
・ 政府の新型コロナ「２類相当」から「５類」への引き下げについて、対応
などを協議。
・ 保険でよりよい歯科医療を求める請願署名の目標を３万筆とし、集約に全
力を挙げる。
・ 非常にセンシティブな患者の医療情報が漏洩する危険性があるなど、問題
の多いマイナ保険証に反対する。

戦
争
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

驚
愕
し
た
。
今
こ
そ
、
世
界

各
国
の
首
脳
た
ち
に
改
め
て

突
き
付
け
た
い
。
平
和
を
守

り
抜
く
こ
と
が
い
か
に
必
要

か
。

　

学
習
集
会
で
は
主
催
者

が
、
立
場
を
超
え
て
「
軍
拡

・
改
憲
よ
り
、
く
ら
し
・
平

和
」
の
運
動
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
紹
介
。
８
０
０
人
定

員
の
会
場
が
満
席
に
見
え

た
。
人
々
の
良
心
が
報
わ
れ

る
こ
と
を
切
に
願
う
。

を
投
入
。
ア
メ
リ
カ
と
一
緒

に
攻
撃
を
行
い
、
共
に
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。

五
野
井
氏
は
、

「
中
国
は
日
本
に
攻
撃
を
し

て
く
る
で
し
ょ
う
。
日
本
は

防
火
壁
に
な
る
」
と
語
り
、

こ
の
レ
ポ
ー
ト
と
「
軍
事
費

倍
増
は
セ
ッ
ト
」、「
政
府
は

ち
ゃ
ん
と
有
権
者
に
説
明
す

べ
き
。
増
税
し
て
武
装
す
る

ん
で
す
か
と
問
う
べ
き
だ
」

と
話
し
た
。

　

生
々
し
い
東
ア
ジ
ア
で
の

　

12
日
、「
安
保
関
連
３
文

書
―
『
防
衛
費
倍
増
』
を
ど

う
考
え
る
か
」
と
題
す
る
学

習
集
会
に
参
加
し
た
。
大
阪

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

が
主
催
し
、
政
治
学
者
・
高

千
穂
大
学
経
営
学
部
教
授
の

五
野
井
郁
夫
氏
が
講
師
を
務

め
た
。

　

台
湾
有
事
に
関
す
る
部
分

に
つ
い
て
五
野
井
氏
の
講
演

を
少
し
紹
介
し
た
い
。
Ｃ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
（
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
＝
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障

に
関
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

は
中
国
が
台
湾
に
侵
攻
し
た

際
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

公
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
ア
メ
リ
カ
が
台
湾
側
に

立
っ
て
中
国
に
反
撃
す
る

と
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
付

き
従
っ
て
参
戦
し
、
自
衛
隊

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

軍拡・改憲よりくらし・平和を
～人々の良心が報われるように～

小林裕次郎（評議員）

歯科の総枠拡大を
田辺隆保団連副会長が報告

点
と
し
て
、
３
点
引
き
上
げ

ら
れ
た
基
本
診
療
料
は
、
新

興
感
染
症
へ
の
対
応
が
名
目

だ
が
、
財
源
は
Ｐ
基
処
廃
止

な
ど
で
捻
出
し
た
。
16
年
に

歯
科
医
療
管
理
学
会
が
試
算

し
た
、
一
人
あ
た
り
の
院
内

感
染
対
策
費
１
０
５
８
円
と

比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
低
評

価
で
あ
り
適
正
評
価
が
必
要

だ
と
強
調
し
た
。

　

次
期
改
定
に
向
け
た
課
題

と
し
て
、
金
パ
ラ
代
替
材

料
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

制
限
を
は
ず
す
こ
と
な
ど
保

険
適
用
の
範
囲
を
拡
大
す
る

運
動
を
挙
げ
た
。

　

特
に
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
な
ど

の
保
険
導
入
運
動
は
、
全
て

の
患
者
・
国
民
の
理
解
・
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

患
者
に
寄
り
添
っ
た
歯
科
医

療
を
継
続
・
実
現
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
た
い
と
し

た
。

科
界
を
立
て
直
す
た
め
に

は
、
歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大

が
不
可
欠
」
と
述
べ
、
①
歯

科
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
②

22
年
改
定
の
整
理
と
問
題
点

③
24
年
改
定
に
向
け
た
課
題

に
つ
い
て
―
―
解
説
し
た
。

　

ま
ず
、
医
療
行
為
別
調
査

の
20
年
と
21
年
を
比
較
し
、

総
点
数
で
55
・
４
点
マ
イ
ナ

ス
、
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

だ
け
で
も
49
・
９
点
の
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
補
綴

物
維
持
管
理
料
の
影
響
で
技

工
士
は
大
変
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
22
年
改
定
の
問
題

　

２
月
11
日
、
協
会
は
「
２

０
２
２
年
度
改
定
を
踏
ま
え

た
歯
科
医
療
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
学
習

会
を
開
催
し
、
40
人
が
参
加

し
た
。
講
師
の
田
辺
隆
保
団

連
副
会
長
（
写
真
）
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
歯

衛
生
士
・
助
手
向
け
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

定価　4,500円（送料別）


